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＜送付の際、同封されているご案内＞ 

・第 53 回連続共育セミナー「もしもの時 本当に必要なものは？」（6/26（火）実施）のご案内 

・「第 4回大和市民活動センター登録団体交流会 2012」のお知らせ 

のお知らせ 
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大和市民活動センター［拠点やまと］ 第５９号 ２０１２年６月１日発行 

2012

１ 

あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

前号に続き 3 回にわたって掲載してきた

2011年度第 3回「やまと子ども絵画大賞」

（笹倉鉄平版画ミュージアム主催、神奈川

新聞社ほか後援）の大賞、最優秀賞受賞

作品を掲載、本号で終了です。 

山本貴之さん(現在＝大和市立光丘中学校 1年生)からのメッセージ 

ぼくには、素敵な友達がいます。小学４年生の夏、公園の石に

手をのせて、友情をちかいました。あっという間に季節は流れ、

楽しい日々に卒業を告げる日が来ました。時には、仲たがいも

しました。しかし、お互いを尊重し、みんなで考え、仲直りし

た経験は、時が過ぎても、ぼくの宝物です。 

＊「あの手この手」は大和市民

活動センターのＨＰでは 

  カラーでご覧になれます。 

 

絵：石にちかった友情。これからはじまる新しい旅のぼくらの心の支え。(最優秀受賞作品) 

                    

 

みんなで企画進行中！  第 4回登録団体交流会 2012 今からでも間に合う！ 参加団体募集中 

日時 ： 7 月 1 日 (日) 13：00～16：00    場所 ： 大和市勤労福祉会館３F 

今後の企画・打合せスケジュール： 6月 9日(土)・16日(土)・26日(火) それぞれ午後４～６時、「センター」にて。 

アジサイの青・赤紫の花

は初夏のこの時期、住宅

街・公園等市内随所に咲

き誇っています。 

＊2012 年度第 4 回の「やまと子ども絵画大賞」の募集が

はじまります。テーマは「今、チャレンジしていること、した

いこと」。応募資格は大和市在住および在学中の小中学

生。詳しくは笹倉鉄平版画ミュージアムまで。 

Ｔｅｌ：046-267-8085、Ｆａｘ：046-267-6260 

 

山本貴之（大和市立深見小学校６年) 



  次回は第 ５３ 回連続共育セミナー 

テーマ：「もしもの時 本当に必要なものは？」 

～災害時に役立つ 知恵と物～ 

日 時： 6月 26日（火） 15：00 ～17：00 

場 所：大和市民活動センター会議室 

話し手：小宮山利恵子さん（「食のアトリエ」） 

内 容：知ってる、知らないでは大違い！ 

   いざという時に日頃の“知恵”がどんなふうに 

    役立つか具体的に話をしてもらいます。 

 

 

 

 

 

 

         第 ５２ 回連続共育セミナー「茶ＯＨ！」で 

          チャオ！を 5/17（木）に実施しました。 

参加者は 18名、市内の民間福祉 3団体と 

健康福祉総務課が協働事業で行っている 

「ふくしの手 全員集合」をセミナーとして共 

催しました。「センター」会議室に集合、ガイダンスを聞いて 

隣の大和公園で“旗”を揚げる予定でしたが、おしゃべりが 

盛り上がっていたので変更。「センター」入口に“旗”を揚げて 

出入り自由にし話題はひろがっていく。広報やまとやタウン紙 

で「茶 OH！」は知られていました。“旗”は健康福祉総務課で 

もらえます。気負わずに自分流に世話人になる・参加する・ 

孤独を無くそうをネライに広げましょう。 

・ 

協働事業等提案制度・市民活動推進補助金制度の提案・申請は 5/15(火)で受付終了 

・・・「あの手この手」にての案内は４・５月号に続いて 3回目です・・・ 

日頃の市民活動に支援を得ようと、「センター」での相談日 5/9（水）に来館 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          月  日(日) 13：00～16：00 勤労福祉会館３Fに 

第 4回登録団体交流会 2012 ～ひろげよう 市民活動の“わ”～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊協働事業等提案関係の相談はありませんでした。 

次の日程：6月 10日（日）午後 1時～勤労福祉会館３Ｆ 

協働事業等提案発表会 
 

＊「あの手この手」は大和市民活動センター
のＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

市民活動推進補助金制度のこれからの予定 

・6月 3日（日）午後２時～勤労福祉会館３Ｆ 

       市民活動推進補助金公開選考会 

＊選考結果は当日発表されます。 

隣相手の情報を得て参加

者に向かってその人を紹

介することもやるのかな？ 

大きな交流の輪を作って 

ピーチクパーチク賞を獲得しよう 

2 分間で活動紹介は定例メニュ

ー。言うことをうまくまとめて、み

んなに PR しましょう 
ジャンケンして参加者の多くと私

製名刺交換し、席次と特典を 

競うこともやるようだ 

チームしらかし華の会 

：被災地の緑化を通して復興支援 

被災地へ苗を運ぶ費用も補助金の

対象になりますか？・・・申請を予定 
 

NPO法人 マイセラ・ジャパン 
     (旧：くじらのしっぽ) 

：虐待防止のため、まず母親の心のケア 

講演会、ワークショップに補助金「はぐく

み」を使いたい・・・申請を予定 

大和市芸術文化振興会 

：生の音楽にふれ芸術観を高める 

市民活動推進補助金制度の活用が

できるかどうか？・・・検討する 

 

7 1 みんな集まろう！ 

わ 手

ま
た
会
っ
た
ね
。 

 
 

 
 

 

つ
な
が
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ひとこと 
活動紹介 

ひとこと 
活動紹介 

ひとこと 
活動紹介 

最後はみんなで、ニッコリ 

記念写真  

今回はどんなアイスブレーク？ 

これについては

もう少し詳しく資

料準備を 

事業の収支予算等 

わかりやすい説明で 
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「センター」の施設・設備を案内します。 

 

親子で楽しむコンサート 

5/13(日)生涯学習センターにて開催 
主催：親子で楽しむコンサート運営委員会・大和市芸術文化振興会 

                                                                                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・午前の部：幼児～幼稚園児を対象に演奏 
・午後の部：幼稚園児～小学生を対象に演奏 
童謡、ディズニーメドレーやクラシックの名曲を披露 
しました。子どもたちは楽器に触れ、その音色を聴き 
演奏者と楽しくふれあっていました。 
今回の催しは大学生が企画し高校生もボランティアで参加、 
芸術文化振興会の小林さんの支援を得て実現したものです。 
 
 
 
 
 

プロムナードガーデンは美しく広がる 

 

5/26(土)・ 27(日) 大和駅東側プロムナード 

 

テレビでお馴染みの「廃材のスタイリスト 金井良一氏」

のアドバイスを受けながら 20程の団体が花壇作りに汗を

流していました。当センターの登録団体で、緑化を通し

て被災地の復興を支援している「チームしらかし華の会」

もその一つ。 

      作業をしていた青年は、「今の被災地は 

      見渡す限り更地で『土色（つちいろ）一色 

      のカンバス』です。これからどんなふうに 

      カンバスが彩られて行くのか、その時々 

      の状態を 

      私達の 

     花壇に映し 

  出し、被災地 

復興の状況や被災地 

の思いを市民に伝え 

て行きたい」と語って 

くれました。 

会場 400名、 
生演奏はみんな
の心に響きました 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊大和市芸術文化振興会はウィーンホール(大和東１丁目)を拠点に 

事務局・小林三夫さんが主体に活動。昨年度はワンコインコンサート 

を主催。絵画、音楽等芸術を通して心豊かな地域づくりに努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 （前号の続き） 

「センター」はあらゆる市民活動を推進・応援・共育する施設・情報の受発信基地です 
 

5月 23日(水)晴れ 

４月から[拠点やまと]のメンバーにな

った弘中さんが「キクメハシリグモ」を

上和田野鳥の森のビオトープで県

内で初めて見つけた、という記事が

朝日新聞に載った。メンバーが増え

ると、他のメンバーの視野も広がって

いく。うれしくて、楽しいことです。 
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＊「あの手この手」は大和市民活動センター
のＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

フリースペース(無料)、

譲り合って、ちょっとした打

合せにお使いください 

・会議室(有料) 昨年度利用 48団体、494回 

標準型で 17人、追加分 7人、小丸椅子 4人

工夫すれば 30人でご利用できます。 

貸出用パソコンとプロジェクター、スクリーン 

を使ったセミナー等ができます 

＊利用予約は電話にて、毎月１日に２カ月先を受

付。その間は随時、電話・来館にて受付 

＊ＨＰ「会議室等予約状況」で要確認 

 

・印刷機（有料）（利用予約はできません） 

昨年度利用 73団体、472回 

１原稿 11枚以上なら一般コピーよりお得 

カラー印刷はできないが・・・。作業時間も

比較的短くすみます 

＊自動紙折り機・裁断機（無料）もあります 

・多目的ルーム 

（有料＝会議室の

1/2）（要予約） 

座卓で６～７人以

内のご利用です 

＊子ども利用は無料 

＊会議中の保育ル

ームとして利用可能 

 

スペース利用可 

パソコン・プリンター 

(プリントは有料) 

ご自由にお使いください 

 

スタッフの事務スペース 

気軽におたずねください 

＊少量コピーはここで依頼 

 

＊活動状況を掲載してみませんか？。毎号 2～3団体を予定。希望団体は「センター」宛、ご連絡ください。 

 

 

市民活動 

  の 

現場から 

 
 

楽器はサックス、 
ヴァイオリン、チェロ、
ピアノ、フルート、 
パーカッションなど 
 



         

 

 

 

 

 

 

 

第第 11..33..55((火火))生生放放送送  
99::0000  ⇒⇒1100：：0000  

 

朝ラジ☆ホッとスクランブル 

大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた 』   
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自分にとって残された“時”はあと
少し。もう一度生まれかわって来た
いかと問われれば答えは“ノー”人
類に残された“時”もあと数百年？ 
そんな末世に生まれかわって来て
もつまらない。（弘中健一） 

テーマ： 

あなたにとって「時」とは？ 

第 155回 5/1 (火) 

～心の健康のためには文化芸術～ 

＜ドラマティックカンパニーYamato 

50/文化振興課＞ 

協働事業「文化創造担い手育成

事業」でイラストコンペを開催。入

賞作品を「広報やまと」の表紙・施

設の壁・駅のホームをイラストで飾

ったり、大和市内の企業のパンフ

レットに採用されたりしたらと、夢は

広がるばかり。大和にこんなにす

ごい人がいるよ、という紹介してい

ます。自薦、他薦は問わないの

で、Yamato50 に参加してくださ

い。 

 

－４－ 

 

「あの手 この手」 第 5９号  発行日・2012年６月 1日       発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 
大和市民活動センター ＜開館・月～土 ９：００～１８：００＞   TEL：046-260-2586   FAX：046-205-5788  
〒242-００21 大和市中央 1 – 5 - 1                       e-mail：yamato@ar.wakwak.com 

http://www.kyodounokyoten.com/   

学生時代、映画「時をかける少女」
に夢中になった。自分の眠れる能
力が目覚めて、タイムスリップがで
きるようになるかもと本気で思って
いた。苦笑。（村山真弓） 

 

『時の過ぎゆくままに～』と歌って
いたジュリーが、反原発の歌を歌
っていると、俳優山本太郎のとった
行動と共に新聞で紹介された。今
が大事な時だと思う。（石川美恵子） 

昔むかし、ＮＨＫのジュニアドラマで「時をか
ける少女」を見た。ラベンダーの香り？ 
ケン・ソゴルに憧れた。過去を懐かしむ、お
年頃です。（関根孝子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

「眠っている間に 夢見てる間に」と
『時は過ぎてゆく』を唄う金子由香利
を初めて聞いて早や 45年の時が流
れ去った。「時」は一方通行。ハハハ
と力なく私は笑う。（小杉皓男） 
 

 

 

 

                        
便利になり、時間が節約されるほどに忙しく
なっていくと感じる。ミヒャエル・エンデの『モ
モ』そのものの世界で、あの物語は本当だっ
たのだと驚いています。（中山みゆき） 光陰矢のごとし。過去はそのように

感じるが、今の「時」には無限の可能
性がある。自ら勝手にハザードを作
らずに、遅すぎることは無い。何か、
やりたいと思っていることを始めてみ
よう。（浅見正明） 

星を見ていると 「時と空間」に吸い込まれ
る。４次元とか時空座標の変換とか全然分か
らない。やはり時が認識できる「砂時計」が好
き。（望月則男） 

第 156回 5/15 (火) 

～うちカフェ＊まちスク ぴこっと～ 

＜ＮＰＯ法人ピコピコ/大和市こども・

青少年課、青少年相談室＞ 

協働事業「みんなおいでよ！ほっ

と＋カフェ」～カフェで始まる子ど

もと子育て応援事業～は障がいの

あるなしに関わらず、多世代のバリ

アフリーの交流の場を設けていま

す。発達障がい児は早めに気づく

チャンスがあれば、２次障がいにな

らないのではと、話された。子育て

でちょっと心配でモヤモヤしている

方は、カフェに来てください。長所

を発見するワークショップも 

開催して 

います。 

 

 

“時”今まで意識してこなかった。改

めて考えると反省する事はいろいろ

あるけれど、現在タイムスリップ出来

るとしても、今の時を今のままに過ご

して行きたい。（櫻井貞代） 

 

 

 

 

 

 

                        

６月１５日（火）第 159回 
＜ＮＰＯ法人なんでもプラス地域ネット＞ 

多様な活動を行う中で、市民活動推進補助金事業で公

所(ぐぞ)の「酒まんじゅう作り」の DVD を制作しました。 

第 157回 5/29 (火) 

～個性にあった就労を～ 

＜ＮＰＯ法人たんぽぽ・麦の香り＞ 

市民活動推進補助金を活用し

て、障がい者の就労支援事業・

「パン工房麦の香り」を運営して

いる「たんぽぽ」。障がいを個性と

捉えて、それぞれに合った仕事

をと、現場で心をくだいているサ

ービス管理者の五十嵐さん。パ

ンを焼く代表の大矢さん、お店で

お客さまに対応しているニューフ

ェースの篠田さんから、働きなが

ら自信を得ていっている様子が

語られた。 

モットーは 

「ありがとう」と 

「ごめんなさい」 

は心を込めて、 

だそうです。 

 

 

 

 
６月５日（火）第 158回 
＜チームピースチャレンジャー＞ 

市民活動推進補助金で～子どもたちの幸せを願って、

戦争のない平和な社会へ～児童労働の子どもたちの

実態を描いた映画の上映会をしました。 

＜こ れ か ら の 出 演 団 体＞。 

ＦＦＭＭややままとと    
７７７７．．７７ＭＭＨＨＺＺ  

   



大和市民活動センター[拠点やまと]が制作発行する 

          月刊広報紙「あの手 この手」。 

2012年６月号（第５９号）をお届けします。 

 

 「「自殺したいと…」23% 内閣府調査 20 代が最多 28%」という見出し。これは神奈川新聞 5/2 付け

記事です。「自殺対策に関する意識調査」によると、成人男女の 23.4%が「自殺したいと思ったことがあ

る」と回答し、初めて調査した前回 2008 年より 4.3 ポイント増加した。年代別では 20 代が 3.8 ポイン

ト増の 28.4%で最も多く、このうち 36.2%は「最近 1 年以内に自殺したいと思ったことがある」と答え

た。と、ありました。 

若者の 4 人にひとりが「自殺したいと思ったことがある」と回答している。これ、ほんとか。事態は

ここまで来てしまっているのか。 

「NPO 法人 自殺対策支援センター ライフリンク」（東京）の清水康之代表は「非正規雇用の増加な

どで悩みを相談できる安定的な人間関係を若者が職場でもつくれなくなっている」とこの記事のなかで

指摘しています。働く現場の厳しい現実。確かにそうだろうなあと私も思う。そして、そう思いながら、

私はそこに今の若者の自尊感情の低さというものを感じてしまうのです。 

現在 20代の若者の多くは子どものときからずっと大人の目を気にして生きてきた世代。親や幼稚園・

保育園の先生の前で「よい子」をしてきた。24時間、保護という名目で監視されてきた。親や先生の「し

つけ」という規範意識の規準に、どうしたらにこにこしてもらえるかを会得し、あそぶことさえ「今度

なにしてあそべばいいの？」と親や先生に聞いてしまう「よい子」世代たち……。 

 

 この「お届け文」の 4月号に、大和市中央林間にある「緑野青空子ども広場ツリーガーデン」（＝ツリ

ガ）のことを記しました。東電福島第１原発の事故で被災し、避難している福島県富岡町の子どもが来

て、久しぶりに地面の感触を身体で味わったという内容でしたが、この「ツリガ」の一画に手書きの「ツ

リガのオキテ」という看板があります。その一部を下記に。 

こどもがツリーガーデンで自由に遊ぶためには「怪我は自分の責任」という考えが基本です。そうしないと禁

止事項ばかりが多くなり、こどもは自由に遊ぶことができません。ツリーガーデンのモットーは「自分の責任

で自由に遊ぶ」です。 

大人の「監視」という目から離れ、自分であそびを選び、つくり出し、仲間内でルールをつくり、た

まには怪我をしたりして、「ツリガ」で思う存分あそぶ。そんなあそびのなかで、「私は、私でいいんだ」

と自分を肯定的に思える自信は育まれます。この自尊感情を育んでいく価値ある「場」が大和市にあり。 

「自殺したいと思ったことがある」％を減らす。これには「ツリガ」をもっと増やすこと。これ、極

論でしょうか。                     記・小杉皓男[拠点やまと]広報係 2012/05/30 

                                 イラスト・望月則男 


